
















































創始期 明治18 (1885)年 第 1回～明治22 (1899)年 第13回 
整備期 明治33 (1900)年 第14回～明治41 (1908)年 第22回 
拡充期 明治42 (1909)年 第23回～昭和 7 (1932)年 第57回 
安定・終末期 昭和 8 (1933)年 第58回～昭和18 (1943)年 第78回 
 この内，「創始期」は試験の施行から「教員免許法」が発布される前年ま
での試行錯誤時期を指す。予備試験と本試験による２段階選抜方式が導入さ
れたのはその末期であった（明治 30（1897）年第 10 回から）。「整備期」






































































 ・「英文和訳」 ・「和文英訳」 
 ・「教育ノ大意」（第 23 回より） 
 ・「国民道徳要領」（第 30 回より） 
本試験 
1 日目  
 ・「書取 Dictation」 
 ＊試験官の音読をそのまま書き取り，即座に提出する。 
 ・「作文 Composition」  
    ＊所定の題に関して試験官が speech をし，それを英語で口頭
パラフレーズし，さらに speech に関する自分の意見をあわ
せて 90 分の持ち時間内に英文で綴る。 
2 日目  
 ・「読方解釈文法 Reading, Translation and Grammar」 




3 日目  
 ・「口述，教授法」 
    ＊綴り字を Phonetic Transcription へ，またはその逆に変換す
る。Transcription の音読，誤文訂正，英会話，同時リピー
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1 円 80 銭，中巻 2 円 50 銭，下巻 2 円 50 銭 研究社出版）と，井
上英語講義録第四学年，第五学年程度のものであります。（第



































図１: 第 25 回予備試験問題 






法 Reading, Translation and Grammar」，
すなわち，「英語訳読」と「教師の








た，いわば micro teaching と同種のも
のであったと理解しても良い（茂住 
2003）。 











図 3: 第 41 回本試験問題 

















 翌年の第 42 回（大正 14（1925）年度後期）の予備試験の ENGLISH INTO 









されている問題である。次の COMPOSITION は Palmer による教授法論を要
約する問題であるが，彼の Oral Method はもとより，教授法に関する相応の
知識がなければ，適切な要約はできない内容となっている。READING,  






























図 6: 第 42 回本試験問題 





























I have often had occasion to remark the fortitude with which women 
36 
sustain the most overwhelming reverses of fortune. Those disasters 
which break down the spirit of a man, ad prostrate him in the dust, 
seem to call forth all the energies of the softer sex, and give such 
intrepidity and elevation to their character, that at times it approaches 
to sublimity. Nothing can be more touching than to behold a soft and 
tender female, who had been all weakness and dependence, and alive 
to every trivial roughness, while treading the prosperous paths of life, 
suddenly rising in mental force to be the comfort and support of her 
husband under misfortune, and abiding with unshrinking firmness the 
bitterest blast of adversity. 







































昨日はついに Man &Superman を 38 頁まで読んだ。今日は一幕
を終わり更に第二幕も終わる計画なのだ。こんなに熟語に富ん
だ書はない。四月中に Man & Superman，Silas Marner，The Story 
of My Heart の三冊を是非読みあげたいと思っている。（p. 194） 










































希薄で簡単な talk や chat は行えるが，speak となると今一歩というところが
現実であろう。 
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